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８月のスポットサイエンス 

開催日 プログラム 

３、４日（土、日） 音と遊ぼう 

１７日（土） 
工作・風船ロケット 

ストロー・ロケット 

１８日（日） くるくる回る折り紙風車 

２４日（土） ロボット・サッカー 

２５日（日） 飛び出すカード 

３１日（土） 折染め 

 ▼  『のぼるおもちゃ』  

              または 『くるくるタネ』 
・平日：13：30～16：00 

・土日祝日及び夏休み期間： 

      10：00～11：30、13：30～16：00 
※開催時間などくわしくは、当館ホームページをご覧く
ださい。 

ペルセウス座流星群が８月１２日に極大 

▲ペルセウス座流星群の放射点（ほうしゃてん） 

 夏の風物詩とも言われるペルセウス座流星群がお盆の
ころに見頃を迎えます。 

 流星が多く現れる『極大（きょくだい）』は、８月１２日の２３時
ごろと予測されていますので、１１日から１３日の夜にかけ
ては、いつもよりたくさんの流星が見られるでしょう。 

 ３日間とも２２時過ぎから夜明け前までが観察に適した時
間帯です。 

 今年は、月明かりの影響がほとんどなく、多くの流星が見
られることでしょう。放射点付近だけでなく、空全体を眺め
るように観察してみましょう。 

流星群とは 
夜空をスーッと流れるように見える流星

は、『流れ星』とも呼ばれますが、いつも見え

ている星が飛んでいるわけではありません。 

 流星は、宇宙空間にただよう小さなチリ

が、高速で地球の大気に飛び込んできたと

きに、大気との摩擦によって発光する現象で

す。 

流星が飛び出す中心となる点を放射点
ほうしゃてん

、

そして一般的に放射点付近にある星座の名


